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私
の
家
は
父
母
、
弟
、
妹
二
人
の
六
人
家
族
で
し
た
。

宮
内
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
、
続
い
て
宮
内
青
年
学
校

に
三
年
、
同
研
究
科
一
年
を
卒
業
し
、
家
業
の
建
築
業
を

継
ぎ
三
代
目
で
し
た
。 

徴
兵
検
査
は
第
二
乙
種
で
第
一
補
充
兵
役
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
四
月
十
日
、
北
部
第
十

八
部
隊
（
山
形
）
に
入
隊
の
召
集
令
状
が
き
ま
し
た
。
町

か
ら
二
人
で
す
。
入
隊
ま
で
一
週
間
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た

の
で
二
人
で
赤
湯
温
泉
の
丹
波
館
へ
二
泊
三
日
の
予
定
で

行
き
ま
し
た
。 

出
征
の
前
夜
は
立
振
舞
で
親
族
、
友
人
、
近
所
の
人
た

ち
の
送
別
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
翌
朝
早
く
、
親
父

と
三
宝
の
水
盃
を
酌
み
交
し
、
家
の
前
で
万
歳
三
唱
で
出

発
、
熊
野
大
社
の
神
前
に
て
御
祈
祷
し
て
頂
き
ま
し
た
。

北
野
宮
司
さ
ん
よ
り
「
戦
地
に
行
き
、
斥
候
や
伝
令
等
で

道
に
迷
っ
た
時
に
は
必
ず
熊
野
大
権
現
様
が
現
わ
れ
、
道

案
内
し
て
下
さ
る
神
様
で
す
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
小
学
校
の
体
育
館
で
壮
行
式
が
行
わ
れ
、
正
面
に
は

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
真
影
、
両
側
に
は
澤
口
校
長
の
揮
号

で
三
尺
巾
の
垂
幕
に
は
「
一
億
一
心
」
「
皇
運
扶
翼
」
と
書

か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
園
児
や
児
童
女
学
生
、
町
民
と
そ

れ
に
十
二
、
三
人
ぐ
ら
い
の
楽
隊
に
送
ら
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
山
形
の
旅
館
に
一
泊
、
翌
日
入
隊
で
す
。
こ
れ

は
前
日
の
行
事
の
た
め
で
し
た
。
入
隊
当
日
の
お
昼
は
赤

飯
で
、
三
日
間
ぐ
ら
い
は
厳
し
い
こ
と
も
な
く
、
良
い
軍

隊
生
活
だ
と
内
心
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
の

起
床
ラ
ッ
パ
後
は
目
ま
ぐ
る
し
い
ぐ
ら
い
い
気
合
が
掛
り
、

ち
ょ
っ
と
で
も
ゆ
る
が
せ
に
出
来
ず
、
入
隊
し
た
以
上
は

致
し
方
な
い
、
我
慢
で
軍
隊
生
活
に
な
じ
ん
で
行
く
外
な

い
と
決
心
し
ま
し
た
。 

「
軍
靴
が
あ
い
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
す
と
「
足
を
軍
靴

に
合
わ
せ
ろ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
班
内
、
食
事
、

教
官
室
、
下
士
官
室
な
ど
の
一
週
間
ず
つ
の
交
代
勤
務
で

す
。
上
下
番
の
申
送
り
時
に
は
先
任
上
等
兵
の
立
ち
会
い
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で
す
と
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
り
ま
す
。
し
か
し
留
守
で
一
等

兵
の
方
で
す
と
、
上
番
者
員
数
申
送
り
、
下
番
者
申
受
け

等
に
は
立
会
人
を
中
央
に
し
て
、
員
数
一
つ
で
も
無
く
す

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
暗
記
し
て
声
の
高
い
人
、
記
憶
の

良
い
人
を
選
ぶ
の
で
す
が
、
立
会
人
の
悪
質
な
人
で
す
と
、

前
列
と
後
列
の
人
を
交
替
さ
せ
ら
れ
、
す
る
と
緊
張
の
た

め
間
違
い
を
起
す
し
、
声
は
低
く
な
る
、
ビ
ン
タ
は
科
せ

ら
れ
る
な
ど
さ
ん
ざ
ん
で
す
。
私
は
笑
い
た
が
る
方
で
す

の
で
歯
で
舌
を
か
む
の
で
痛
い
が
我
慢
し
ま
す
。 

兵
舎
は
全
部
二
階
建
で
、
消
灯
ラ
ッ
パ
で
寝
る
と
柱
の

割
目
か
ら
南
京
虫
が
出
て
来
て
血
を
吸
わ
れ
る
。
痒
く
な

り
掻
く
と
化
膿
す
る
。
虫
は
足
で
つ
ぶ
す
と
臭
い
。
廊
下

の
電
気
は
暗
い
し
、
班
内
の
電
気
は
、
虫
が
早
く
逃
げ
る

の
で
点
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
鉄
製
の
寝
床
の
虫
卵
駆
除
で
二

十
日
間
に
一
回
ぐ
ら
い
営
庭
に
運
搬
し
い
ぶ
し
焼
き
し
ま

す
。
二
人
で
寝
床
を
階
段
、
踊
場
、
階
段
と
四
回
ぐ
ら
い

往
復
で
、
八
回
も
し
ま
す
と
手
の
甲
が
赤
く
な
り
、
痛
く

汗
も
出
て
き
ま
す
。 

二
階
の
一
班
よ
り
四
班
ま
で
、
階
下
は
五
班
、
六
班
ま

で
と
下
士
官
室
、
兵
器
倉
庫
、
被
服
倉
庫
等
が
あ
り
ま
す
。

剣
吊
ボ
タ
ン
掛
け
忘
れ
で
ビ
ン
タ
、
眼
鏡
を
は
ず
さ
せ
て

は
ビ
ン
タ
、
剣
吊
に
バ
ケ
ツ
下
げ
さ
せ
て
一
班
か
ら
六
班

ま
で
叩
き
な
が
ら
回
っ
て
来
い
と
、
戦
友
は
拍
手
し
て
笑

う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
し
な
く
て
も
誰
か
す
る
だ

ろ
う
と
、
こ
の
横
着
な
気
持
ち
が
分
か
る
と
、
バ
ケ
ツ
に

水
を
入
れ
五
分
間
手
に
持
っ
て
廊
下
に
立
っ
て
い
ろ
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

宮
内
町
か
ら
召
集
さ
れ
た
二
人
は
歩
兵
砲
中
隊
に
編
入

さ
れ
、
私
は
連
隊
砲
の
特
業
で
、
一
人
は
速
射
砲
で
し
た
。

大
砲
の
部
品
名
覚
え
、
分
解
、
組
み
方
、
接
合
の
時
、
ち

ょ
っ
と
で
も
か
ち
あ
う
音
が
し
ま
す
と
、
長
さ
一
メ
ー
ト

ル
、
直
径
二
セ
ン
チ
の
鉄
棒
で
鉄
兜
の
上
か
ら
叩
か
れ
る
。

痛
い
が
我
慢
し
て
戦
友
に
痛
か
っ
た
と
言
い
ま
す
が
、
本

当
は
痛
く
な
い
助
教
官
の
叩
き
方
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

助
手
で
も
良
い
人
悪
い
人
が
お
り
ま
し
て
、
初
年
兵
に
は

影
響
甚
大
で
あ
り
ま
し
た
。 

テ
ス
ト
で
あ
る
程
度
覚
え
て
来
ま
す
と
十
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
か
ら
走
ら
せ
、「
右
二
五
一
分
角
、
あ
る
い
は
一
八
七
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分
角
、
距
離
三
五
〇
〇
」
と
言
わ
れ
、
砲
を
操
作
し
て
「
良

し
」
と
言
う
ま
で
タ
イ
ム
を
計
ら
れ
ま
す
。
照
準
器
に
は

揚
げ
止
め
と
下
げ
止
め
か
あ
り
、
間
違
う
と
砲
身
が
多
少

動
く
の
で
嘘
と
分
か
り
、
鉄
帽
の
上
か
ら
ゴ
ツ
ン
と
叩
か

れ
ま
す
。 

ラ
ッ
パ
の
音
も
口
ラ
ッ
パ
で
音
を
言
わ
せ
、
覚
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
起
床
、
点
呼
に
は
早
い
物
か
ら
列
に
並
び
、

こ
れ
も
古
参
兵
よ
り
先
に
並
ば
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
。
体

重
が
八
〇
キ
ロ
以
上
で
す
と
食
事
や
下
給
品
な
ど
二
人
分

支
給
さ
れ
ま
す
。
炊
事
場
に
食
缶
返
納
時
に
飯
を
盗
む
と

こ
ろ
な
ど
が
見
付
け
ら
れ
る
と
大
変
な
こ
と
で
す
。 

中
隊
の
内
務
規
定
に
従
っ
て
整
理
、
整
頓
、
帯
剣
、
雑

の
う
、
水
筒
、
防
毒
面
、
軍
帽
、
鉄
兜
、
偽
装
網
な
ど
は

折
釘
に
順
序
良
く
、
長
さ
も
一
定
に
し
て
下
げ
、
衣
服
、

外
套
、
天
幕
、
雨
具
も
同
じ
で
す
。
消
灯
ラ
ッ
パ
で
休
む

時
、
寝
台
の
脚
は
一
線
に
し
右
脚
よ
り
左
へ
二
十
セ
ン
チ

離
し
て
上
靴
の
先
端
を
揃
え
ま
す
。
寝
て
か
ら
夢
を
見
る

こ
と
は
勝
手
で
す
が
、
起
床
か
ら
消
灯
ま
で
何
一
つ
と
し

て
勝
手
に
出
来
ず
、
す
べ
て
命
令
と
班
と
の
競
技
で
す
。

敵
に
勝
た
な
き
ゃ
自
分
が
殺
さ
れ
る
、
日
曜
以
外
は
競
争

競
争
で
す
。
連
隊
砲
と
速
射
砲
の
兵
隊
で
勝
抜
き
相
撲
大

会
で
私
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
六
月
、
城
南
練
兵
場
で
の
一
期
検
閲
終
了

の
翌
日
、
北
村
山
尾
花
沢
演
習
場
へ
往
復
夜
行
軍
に
出
発

し
ま
し
た
。
日
数
は
十
五
日
間
で
、
目
的
地
に
到
着
し
ま

す
と
猛
演
習
で
、
戦
場
に
い
る
よ
り
苦
し
い
の
で
は
と
思

い
ま
し
た
。
演
習
中
教
官
よ
り
「
分
隊
長
戦
死
、
清
水
代

行
せ
よ
」
と
の
号
令
で
私
は
分
隊
長
の
代
行
を
し
ま
し
た
。 

軍
隊
の
体
操
の
目
的
は
、
心
身
を
鍛
練
し
て
軍
事
諸
範

要
求
に
適
応
す
る
体
力
、
気
力
、
と
く
に
持
久
機
敏
の
運

動
能
力
の
養
成
に
あ
り
ま
す
。
不
動
の
姿
勢
は
軍
人
基
本

の
姿
勢
で
常
に
軍
人
精
神
が
内
に
充

溢

じ
ゅ
う
い
つ

し
、
外
に
厳
粛
端

正
な
る
こ
と
で
す
。 

連
隊
砲
の
直
接
照
準
は
目
標
の
中
央
下
端
で
す
が
、
間

接
照
準
は
丘
と
か
山
の
後
か
ら
で
す
の
で
、
観
測
班
よ
り

距
離
、
角
度
、
分
角
度
を
教
え
ら
れ
な
い
と
分
か
り
ま
せ

ん
。
教
官
か
ら
二
日
間
観
測
班
に
行
っ
て
教
わ
っ
て
来
い

と
言
わ
れ
側
遠
器
、
双
帯
鏡
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。「
標
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定
点
は
明
瞭
に
し
て
照
準
容
易
か
つ
な
る
べ
く
遠
き
物
を

選
び
、
消
滅
移
動
の
恐
れ
あ
る
も
の
、
紛
れ
や
す
き
物
は

避
け
る
」
に
あ
り
ま
す
。 

検
閲
で
は
砲
手
三
人
、
弾
薬
箱
八
人
、
学
科
質
問
三
十

五
人
で
私
は
砲
手
で
射
手
で
し
た
。
普
通
、
大
砲
は
馬
で

引
張
る
訳
で
す
が
、
時
折
引
き
綱
で
の
駆
足
と
な
り
ま
す

と
苦
し
く
、
汗
を
拭
く
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
休
息
の
時
、

百
メ
ー
ト
ル
前
方
の
木
を
触
っ
て
来
い
と
駆
足
を
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
触
ら
ず
に
来
た
者
は
助
手
か
ら
ビ
ン
タ
で
、
ま

た
駆
足
を
や
ら
さ
れ
る
。
教
官
は
双
眼
鏡
で
見
て
ま
す
が
、

二
回
目
は
必
ず
触
っ
て
来
ま
す
の
で
双
眼
鏡
は
見
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
て
昭
和
十
六
年
七
月
十
五
日
、
陸
支
機
密
第
二

五
四
号
第
四
頁
に
依
り
召
集
解
除
で
帰
家
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
前
日
の
仕
事
の
残

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
朝
早
く
女
学
校
へ
行
き
、
仕
事
を

終
え
て
小
使
室
で
朝
茶
を
ご
馳
走
に
な
っ
て
い
る
時
、
ラ

ジ
オ
で
真
珠
湾
攻
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

二
回
目
の
召
集
は
必
ず
来
る
、
今
度
は
外
地
で
あ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
翌
年
五
月
十
五
日
入
隊
の
令
状

が
き
ま
し
た
。
二
回
目
の
召
集
の
時
は
宮
内
町
か
ら
は
四

人
で
し
た
。 

昭
和
十
七
年
五
月
十
五
日
、
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
補

充
隊
に
応
召
、
五
月
二
十
八
日
、
山
形
出
発
、
歩
兵
砲
中

隊
と
し
て
五
月
三
十
日
宇
品
港
出
航
。
六
月
一
日
、
釜
山

港
上
陸
、
六
月
三
日
鮮
満
国
境
通
過
、
六
月
六
日
北
安
省

北
安
。
同
日
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
に
入
隊
し
て
歩
兵
砲

大
隊
本
部
指
揮
班
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
一
回
目
召

集
時
の
軍
歴
に
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
六
月
二

十
日
、
黒
河
省
神
武
屯
に
移
駐
、
昭
和
十
七
年
軍
令
陸
甲

第
十
八
号
に
よ
り
第
五
十
七
師
団
の
編
成
が
下
令
さ
れ
ま

し
た
。 

昭
和
十
八
年
八
月
八
日
、
斉
々
哈
爾
第
四
野
戦
建
築
隊

派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
，
九
月
十
六
日
、
黒
河
省
納
金
口
子
に

派
遣
の
た
め
出
発
、
九
月
十
七
日
、
納
金
口
子
に
着
き
国

境
警
備
、
十
一
月
二
十
日
、
任
務
終
了
し
て
原
隊
復
帰
し

ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
一
月
、
一
緒
に
召
集
さ
れ
た
三
人
は
南
方

戦
線
へ
転
属
さ
せ
ら
れ
戦
死
、
ソ
満
国
境
警
備
中
、
精
勤
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分
角
、
距
離
三
五
〇
〇
」
と
言
わ
れ
、
砲
を
操
作
し
て
「
良

し
」
と
言
う
ま
で
タ
イ
ム
を
計
ら
れ
ま
す
。
照
準
器
に
は

揚
げ
止
め
と
下
げ
止
め
か
あ
り
、
間
違
う
と
砲
身
が
多
少

動
く
の
で
嘘
と
分
か
り
、
鉄
帽
の
上
か
ら
ゴ
ツ
ン
と
叩
か

れ
ま
す
。 

ラ
ッ
パ
の
音
も
口
ラ
ッ
パ
で
音
を
言
わ
せ
、
覚
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
起
床
、
点
呼
に
は
早
い
物
か
ら
列
に
並
び
、

こ
れ
も
古
参
兵
よ
り
先
に
並
ば
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
。
体

重
が
八
〇
キ
ロ
以
上
で
す
と
食
事
や
下
給
品
な
ど
二
人
分

支
給
さ
れ
ま
す
。
炊
事
場
に
食
缶
返
納
時
に
飯
を
盗
む
と

こ
ろ
な
ど
が
見
付
け
ら
れ
る
と
大
変
な
こ
と
で
す
。 

中
隊
の
内
務
規
定
に
従
っ
て
整
理
、
整
頓
、
帯
剣
、
雑

の
う
、
水
筒
、
防
毒
面
、
軍
帽
、
鉄
兜
、
偽
装
網
な
ど
は

折
釘
に
順
序
良
く
、
長
さ
も
一
定
に
し
て
下
げ
、
衣
服
、

外
套
、
天
幕
、
雨
具
も
同
じ
で
す
。
消
灯
ラ
ッ
パ
で
休
む

時
、
寝
台
の
脚
は
一
線
に
し
右
脚
よ
り
左
へ
二
十
セ
ン
チ

離
し
て
上
靴
の
先
端
を
揃
え
ま
す
。
寝
て
か
ら
夢
を
見
る

こ
と
は
勝
手
で
す
が
、
起
床
か
ら
消
灯
ま
で
何
一
つ
と
し

て
勝
手
に
出
来
ず
、
す
べ
て
命
令
と
班
と
の
競
技
で
す
。

敵
に
勝
た
な
き
ゃ
自
分
が
殺
さ
れ
る
、
日
曜
以
外
は
競
争

競
争
で
す
。
連
隊
砲
と
速
射
砲
の
兵
隊
で
勝
抜
き
相
撲
大

会
で
私
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
六
月
、
城
南
練
兵
場
で
の
一
期
検
閲
終
了

の
翌
日
、
北
村
山
尾
花
沢
演
習
場
へ
往
復
夜
行
軍
に
出
発

し
ま
し
た
。
日
数
は
十
五
日
間
で
、
目
的
地
に
到
着
し
ま

す
と
猛
演
習
で
、
戦
場
に
い
る
よ
り
苦
し
い
の
で
は
と
思

い
ま
し
た
。
演
習
中
教
官
よ
り
「
分
隊
長
戦
死
、
清
水
代

行
せ
よ
」
と
の
号
令
で
私
は
分
隊
長
の
代
行
を
し
ま
し
た
。 

軍
隊
の
体
操
の
目
的
は
、
心
身
を
鍛
練
し
て
軍
事
諸
範

要
求
に
適
応
す
る
体
力
、
気
力
、
と
く
に
持
久
機
敏
の
運

動
能
力
の
養
成
に
あ
り
ま
す
。
不
動
の
姿
勢
は
軍
人
基
本

の
姿
勢
で
常
に
軍
人
精
神
が
内
に
充

溢

じ
ゅ
う
い
つ

し
、
外
に
厳
粛
端

正
な
る
こ
と
で
す
。 

連
隊
砲
の
直
接
照
準
は
目
標
の
中
央
下
端
で
す
が
、
間

接
照
準
は
丘
と
か
山
の
後
か
ら
で
す
の
で
、
観
測
班
よ
り

距
離
、
角
度
、
分
角
度
を
教
え
ら
れ
な
い
と
分
か
り
ま
せ

ん
。
教
官
か
ら
二
日
間
観
測
班
に
行
っ
て
教
わ
っ
て
来
い

と
言
わ
れ
側
遠
器
、
双
帯
鏡
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。「
標
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定
点
は
明
瞭
に
し
て
照
準
容
易
か
つ
な
る
べ
く
遠
き
物
を

選
び
、
消
滅
移
動
の
恐
れ
あ
る
も
の
、
紛
れ
や
す
き
物
は

避
け
る
」
に
あ
り
ま
す
。 

検
閲
で
は
砲
手
三
人
、
弾
薬
箱
八
人
、
学
科
質
問
三
十

五
人
で
私
は
砲
手
で
射
手
で
し
た
。
普
通
、
大
砲
は
馬
で

引
張
る
訳
で
す
が
、
時
折
引
き
綱
で
の
駆
足
と
な
り
ま
す

と
苦
し
く
、
汗
を
拭
く
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
休
息
の
時
、

百
メ
ー
ト
ル
前
方
の
木
を
触
っ
て
来
い
と
駆
足
を
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
触
ら
ず
に
来
た
者
は
助
手
か
ら
ビ
ン
タ
で
、
ま

た
駆
足
を
や
ら
さ
れ
る
。
教
官
は
双
眼
鏡
で
見
て
ま
す
が
、

二
回
目
は
必
ず
触
っ
て
来
ま
す
の
で
双
眼
鏡
は
見
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
て
昭
和
十
六
年
七
月
十
五
日
、
陸
支
機
密
第
二

五
四
号
第
四
頁
に
依
り
召
集
解
除
で
帰
家
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
前
日
の
仕
事
の
残

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
朝
早
く
女
学
校
へ
行
き
、
仕
事
を

終
え
て
小
使
室
で
朝
茶
を
ご
馳
走
に
な
っ
て
い
る
時
、
ラ

ジ
オ
で
真
珠
湾
攻
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

二
回
目
の
召
集
は
必
ず
来
る
、
今
度
は
外
地
で
あ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
翌
年
五
月
十
五
日
入
隊
の
令
状

が
き
ま
し
た
。
二
回
目
の
召
集
の
時
は
宮
内
町
か
ら
は
四

人
で
し
た
。 

昭
和
十
七
年
五
月
十
五
日
、
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
補

充
隊
に
応
召
、
五
月
二
十
八
日
、
山
形
出
発
、
歩
兵
砲
中

隊
と
し
て
五
月
三
十
日
宇
品
港
出
航
。
六
月
一
日
、
釜
山

港
上
陸
、
六
月
三
日
鮮
満
国
境
通
過
、
六
月
六
日
北
安
省

北
安
。
同
日
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
に
入
隊
し
て
歩
兵
砲

大
隊
本
部
指
揮
班
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
一
回
目
召

集
時
の
軍
歴
に
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
六
月
二

十
日
、
黒
河
省
神
武
屯
に
移
駐
、
昭
和
十
七
年
軍
令
陸
甲

第
十
八
号
に
よ
り
第
五
十
七
師
団
の
編
成
が
下
令
さ
れ
ま

し
た
。 

昭
和
十
八
年
八
月
八
日
、
斉
々
哈
爾
第
四
野
戦
建
築
隊

派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
，
九
月
十
六
日
、
黒
河
省
納
金
口
子
に

派
遣
の
た
め
出
発
、
九
月
十
七
日
、
納
金
口
子
に
着
き
国

境
警
備
、
十
一
月
二
十
日
、
任
務
終
了
し
て
原
隊
復
帰
し

ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
一
月
、
一
緒
に
召
集
さ
れ
た
三
人
は
南
方

戦
線
へ
転
属
さ
せ
ら
れ
戦
死
、
ソ
満
国
境
警
備
中
、
精
勤
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章
三
回
頂
く
。
ま
た
本
部
対
抗
の
連
隊
銃
剣
術
大
会
に
て

春
秋
二
回
優
勝
す
る
。
九
月
十
九
日
、
連
隊
長
よ
り
陸
軍

善
行
証
書
付
与
さ
れ
、
十
月
十
五
日
復
員
完
結
、
十
月
二

十
日
召
集
解
除
と
な
り
帰
家
す
る
。 

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
他
人
に
負
け
る
こ
と
自
体
絶
対
嫌

で
あ
り
ま
し
た
。
教
官
、
助
教
、
助
手
か
ら
も
私
に
良
く

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
も
出
来
得
る
限
り
尽
し
ま
し
た
。

一
番
で
一
等
兵
進
級
、
代
表
し
て
上
官
に
申
告
、
上
等
兵

に
は
二
番
、
兵
長
に
は
ま
た
一
番
で
申
告
し
ま
し
た
。
上

等
兵
時
代
に
は
特
別
下
士
官
補
充
要
員
と
し
て
四
十
日
間

の
教
育
を
受
け
、
演
習
、
学
科
を
終
了
し
て
兵
長
に
な
り

ま
し
た
。 

関
東
軍
進
級
規
定
で
は
下
士
官
に
は
兵
隊
三
年
間
、
兵

長
に
は
六
カ
月
で
下
士
官
に
な
る
の
が
最
低
の
基
準
で
す
。

ま
た
進
級
に
は
特
例
進
級
、
抜
擢
進
級
、
定
期
進
級
の
三

つ
が
あ
り
、
私
は
テ
ス
ト
二
回
と
実
兵
指
揮
一
回
で
下
士

官
に
進
級
に
な
り
ま
し
た
。
指
揮
統
率
力
は
五
十
人
の
兵

隊
を
動
か
し
、
号
令
が
間
違
い
ま
す
と
兵
隊
が
動
き
ま
せ

ん
。
そ
の
都
度
大
隊
副
官
よ
り
低
い
声
で
号
令
の
種
類
を

言
わ
れ
ま
す
。 

第
五
十
七
師
団
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
歩
兵
砲
大
隊
本

部
指
揮
班
の
通
称
号
は
奥
第
七
二
三
二
部
隊
で
す
。
第
二

回
の
召
集
で
大
隊
本
部
と
な
り
、
教
育
を
受
け
た
連
隊
砲

に
は
触
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

北
安
か
ら
神
武
屯
へ
の
移
駐
に
は
本
部
は
客
車
で
す
が

一
般
兵
隊
は
二
段
床
の
貨
車
で
す
。
山
形
の
連
隊
は
約
一

年
間
、
予
備
連
隊
の
形
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
い
う

の
は
黒
河
省
山
神
府
に
師
団
司
令
部
が
あ
り
、
こ
こ
に
青

森
、
秋
田
の
歩
兵
連
隊
、
野
砲
連
隊
、
輜
重
、
捜
索
、
野

戦
、
重
砲
の
各
連
隊
な
ど
ほ
と
ん
ど
集
結
し
、
山
形
の
連

隊
の
み
が
北
安
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

お
月
様
は
一
つ
で
す
が
、
日
本
で
見
る
月
に
比
し
て
大

陸
で
見
る
月
は
二
倍
半
ぐ
ら
い
大
き
い
で
す
。
神
武
屯
駅

か
ら
汽
車
で
黒
河
駅
ま
で
外
出
し
て
、
夕
食
時
間
ま
で
に

連
隊
に
帰
隊
し
な
い
と
重
営
倉
で
す
。
黒
河
の
町
は
南
満

州
鉄
道
の
終
着
駅
、
酷
寒
時
は
普
通
氷
点
下
四
〇
度
で
ち

ょ
っ
と
風
が
あ
り
ま
す
と
一
度
半
ぐ
ら
い
体
感
温
度
が
下

が
り
ま
す
。 
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あ
る
時
指
揮
班
、
輜
重
弾
薬
班
、
糧
秣
班
が
集
合
さ
せ

ら
れ
、
大
隊
長
よ
り
一
カ
月
前
の｢

入
隊
式
当
日
に
お
け
る

連
隊
長
並
び
に
大
隊
長
の
訓
辞
を
覚
え
て
い
る
者
は
い
る

か
と
言
わ
れ
、
私
が
手
を
揚
げ
ま
し
た
。
結
果
は｢

よ
ろ
し

い｣

と
誉
め
ら
れ
、
官
等
氏
名
の
質
問
に
対
し
て｢

陸
軍
二

等
兵
清
水
繁
雄｣

と
言
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
隊
長
は｢

次

郎
長
か｣

と
言
わ
れ
、
将
校
た
ち
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
私
の
名
は
一
番
早
く
覚
え
ら
れ
ま
し
た
。 

駐
屯
地
の
神
武
屯
は
、
九
月
中
旬
に
は

霙
み
ぞ
れ

が
降
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
十
月
に
は
師
団
の
十
五
日
間
の
演
習
が
あ

り
、
こ
の
こ
ろ
は
相
当
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
前

日
の
朝
汽
車
で
出
発
す
る
の
で
楽
で
す
。 

連
隊
の
将
校
の
演
習
、
現
地
戦
術
の
手
伝
い
と
し
て
作

戦
の
原
案
、
地
形
の
判
断
、
敵
の
状
勢
変
更
に
よ
る
我
が

軍
の
判
断
や
処
置
等
が
あ
り
こ
れ
ら
の
伝
達
の
た
め
懐
中

電
灯
で
の
駆
足
で
す
。 

秋
冬
期
の
師
団
の
大
演
習
と
な
り
ま
す
と
軍
旗
が
出
動

し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
悪
天
候
で
あ
っ
て
も
作
戦
は
遂
行

さ
れ
ま
す
。
命
令
受
領
の
例
で
は
連
隊
副
官
よ
り
口
頭
で

伝
達
さ
れ
る
作
戦
命
令｢

甲
一
〇
五
号
歩
兵
第
百
三
十
二

連
隊
命
令
。
一
つ
第
一
大
隊
は
一
時
間
の
大
休
憩
後
、
第

三
大
隊
と
行
進
順
序
を
変
更
す
べ
し｣

と
い
う
も
の
で
す
。 

設
営
で
大
雨
の
場
合
、
天
幕
の
鳩
目
か
ら
雨
が
洩
れ
る

と
服
は
濡
れ
、
小
銃
は
汚
さ
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
。
大

休
止
一
時
間
で
も
二
十
分
ぐ
ら
い
休
ん
で
先
発
隊
と
し
て

出
発
し
、
地
形
、
水
源
の
場
所
、
軍
馬
の
繋
ぎ
場
所
の
選

定
を
し
て
、
こ
れ
を
後
続
部
隊
に
案
内
す
る
。
本
当
に
忙

し
く
夢
中
で
体
を
動
か
せ
る
外
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
九
時
ご

ろ
に
な
る
と
明
日
の
飯
を
今
夜
中
に
大
隊
長
の
分
を
入
れ

て
三
食
分
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

将
校
弁
当
容
器
で
は
炊
か
れ
ま
せ
ん
か
ら
飯
盒
で
三
回

炊
く
、
大
隊
長
の
身
辺
世
話
を
し
て
出
発
準
備
を
し
ま
す
。

靴
下
は
毎
日
交
換
、
襦
袢
、
股
下
等
は
四
日
ご
と
に
交
換

し
ま
す
。
冬
期
大
演
習
と
な
り
ま
す
と
行
軍
三
十
分
に
五

分
の
休
憩
で
、
体
が
冷
え
、
凍
傷
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行

軍
し
ま
す
。 

飯
盒
の
カ
バ
ー
は
コ
ー
ル
テ
ン
の
内
側
は
動
物
の
毛
皮

で
す
が
、
飯
は
凍
っ
て
い
ま
す
の
で
携
帯
燃
料
で
暖
め
ま
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章
三
回
頂
く
。
ま
た
本
部
対
抗
の
連
隊
銃
剣
術
大
会
に
て

春
秋
二
回
優
勝
す
る
。
九
月
十
九
日
、
連
隊
長
よ
り
陸
軍

善
行
証
書
付
与
さ
れ
、
十
月
十
五
日
復
員
完
結
、
十
月
二

十
日
召
集
解
除
と
な
り
帰
家
す
る
。 

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
他
人
に
負
け
る
こ
と
自
体
絶
対
嫌

で
あ
り
ま
し
た
。
教
官
、
助
教
、
助
手
か
ら
も
私
に
良
く

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
も
出
来
得
る
限
り
尽
し
ま
し
た
。

一
番
で
一
等
兵
進
級
、
代
表
し
て
上
官
に
申
告
、
上
等
兵

に
は
二
番
、
兵
長
に
は
ま
た
一
番
で
申
告
し
ま
し
た
。
上

等
兵
時
代
に
は
特
別
下
士
官
補
充
要
員
と
し
て
四
十
日
間

の
教
育
を
受
け
、
演
習
、
学
科
を
終
了
し
て
兵
長
に
な
り

ま
し
た
。 

関
東
軍
進
級
規
定
で
は
下
士
官
に
は
兵
隊
三
年
間
、
兵

長
に
は
六
カ
月
で
下
士
官
に
な
る
の
が
最
低
の
基
準
で
す
。

ま
た
進
級
に
は
特
例
進
級
、
抜
擢
進
級
、
定
期
進
級
の
三

つ
が
あ
り
、
私
は
テ
ス
ト
二
回
と
実
兵
指
揮
一
回
で
下
士

官
に
進
級
に
な
り
ま
し
た
。
指
揮
統
率
力
は
五
十
人
の
兵

隊
を
動
か
し
、
号
令
が
間
違
い
ま
す
と
兵
隊
が
動
き
ま
せ

ん
。
そ
の
都
度
大
隊
副
官
よ
り
低
い
声
で
号
令
の
種
類
を

言
わ
れ
ま
す
。 

第
五
十
七
師
団
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
歩
兵
砲
大
隊
本

部
指
揮
班
の
通
称
号
は
奥
第
七
二
三
二
部
隊
で
す
。
第
二

回
の
召
集
で
大
隊
本
部
と
な
り
、
教
育
を
受
け
た
連
隊
砲

に
は
触
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

北
安
か
ら
神
武
屯
へ
の
移
駐
に
は
本
部
は
客
車
で
す
が

一
般
兵
隊
は
二
段
床
の
貨
車
で
す
。
山
形
の
連
隊
は
約
一

年
間
、
予
備
連
隊
の
形
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
い
う

の
は
黒
河
省
山
神
府
に
師
団
司
令
部
が
あ
り
、
こ
こ
に
青

森
、
秋
田
の
歩
兵
連
隊
、
野
砲
連
隊
、
輜
重
、
捜
索
、
野

戦
、
重
砲
の
各
連
隊
な
ど
ほ
と
ん
ど
集
結
し
、
山
形
の
連

隊
の
み
が
北
安
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

お
月
様
は
一
つ
で
す
が
、
日
本
で
見
る
月
に
比
し
て
大

陸
で
見
る
月
は
二
倍
半
ぐ
ら
い
大
き
い
で
す
。
神
武
屯
駅

か
ら
汽
車
で
黒
河
駅
ま
で
外
出
し
て
、
夕
食
時
間
ま
で
に

連
隊
に
帰
隊
し
な
い
と
重
営
倉
で
す
。
黒
河
の
町
は
南
満

州
鉄
道
の
終
着
駅
、
酷
寒
時
は
普
通
氷
点
下
四
〇
度
で
ち

ょ
っ
と
風
が
あ
り
ま
す
と
一
度
半
ぐ
ら
い
体
感
温
度
が
下

が
り
ま
す
。 
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あ
る
時
指
揮
班
、
輜
重
弾
薬
班
、
糧
秣
班
が
集
合
さ
せ

ら
れ
、
大
隊
長
よ
り
一
カ
月
前
の｢

入
隊
式
当
日
に
お
け
る

連
隊
長
並
び
に
大
隊
長
の
訓
辞
を
覚
え
て
い
る
者
は
い
る

か
と
言
わ
れ
、
私
が
手
を
揚
げ
ま
し
た
。
結
果
は｢

よ
ろ
し

い｣

と
誉
め
ら
れ
、
官
等
氏
名
の
質
問
に
対
し
て｢

陸
軍
二

等
兵
清
水
繁
雄｣

と
言
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
隊
長
は｢

次

郎
長
か｣

と
言
わ
れ
、
将
校
た
ち
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
私
の
名
は
一
番
早
く
覚
え
ら
れ
ま
し
た
。 

駐
屯
地
の
神
武
屯
は
、
九
月
中
旬
に
は

霙
み
ぞ
れ

が
降
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
十
月
に
は
師
団
の
十
五
日
間
の
演
習
が
あ

り
、
こ
の
こ
ろ
は
相
当
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
前

日
の
朝
汽
車
で
出
発
す
る
の
で
楽
で
す
。 

連
隊
の
将
校
の
演
習
、
現
地
戦
術
の
手
伝
い
と
し
て
作

戦
の
原
案
、
地
形
の
判
断
、
敵
の
状
勢
変
更
に
よ
る
我
が

軍
の
判
断
や
処
置
等
が
あ
り
こ
れ
ら
の
伝
達
の
た
め
懐
中

電
灯
で
の
駆
足
で
す
。 

秋
冬
期
の
師
団
の
大
演
習
と
な
り
ま
す
と
軍
旗
が
出
動

し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
悪
天
候
で
あ
っ
て
も
作
戦
は
遂
行

さ
れ
ま
す
。
命
令
受
領
の
例
で
は
連
隊
副
官
よ
り
口
頭
で

伝
達
さ
れ
る
作
戦
命
令｢

甲
一
〇
五
号
歩
兵
第
百
三
十
二

連
隊
命
令
。
一
つ
第
一
大
隊
は
一
時
間
の
大
休
憩
後
、
第

三
大
隊
と
行
進
順
序
を
変
更
す
べ
し｣

と
い
う
も
の
で
す
。 

設
営
で
大
雨
の
場
合
、
天
幕
の
鳩
目
か
ら
雨
が
洩
れ
る

と
服
は
濡
れ
、
小
銃
は
汚
さ
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
。
大

休
止
一
時
間
で
も
二
十
分
ぐ
ら
い
休
ん
で
先
発
隊
と
し
て

出
発
し
、
地
形
、
水
源
の
場
所
、
軍
馬
の
繋
ぎ
場
所
の
選

定
を
し
て
、
こ
れ
を
後
続
部
隊
に
案
内
す
る
。
本
当
に
忙

し
く
夢
中
で
体
を
動
か
せ
る
外
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
九
時
ご

ろ
に
な
る
と
明
日
の
飯
を
今
夜
中
に
大
隊
長
の
分
を
入
れ

て
三
食
分
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

将
校
弁
当
容
器
で
は
炊
か
れ
ま
せ
ん
か
ら
飯
盒
で
三
回

炊
く
、
大
隊
長
の
身
辺
世
話
を
し
て
出
発
準
備
を
し
ま
す
。

靴
下
は
毎
日
交
換
、
襦
袢
、
股
下
等
は
四
日
ご
と
に
交
換

し
ま
す
。
冬
期
大
演
習
と
な
り
ま
す
と
行
軍
三
十
分
に
五

分
の
休
憩
で
、
体
が
冷
え
、
凍
傷
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行

軍
し
ま
す
。 

飯
盒
の
カ
バ
ー
は
コ
ー
ル
テ
ン
の
内
側
は
動
物
の
毛
皮

で
す
が
、
飯
は
凍
っ
て
い
ま
す
の
で
携
帯
燃
料
で
暖
め
ま
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す
。
馬
に
与
え
る
水
は
雪
を
解
し
た
水
で
す
。
設
営
に
張

る
網
の
鉄
杭
は
直
角
杭
で
、
鉄
槌
で
打
ち
ま
す
と
曲
り
ま

す
の
で
、
雪
を
か
き
集
め
湯
を
か
け
凍
ら
せ
て
立
て
ま
す
。 

夜
は
狼
の
遠
吠
え
で
す
。
馬
繋
ぎ
場
所
で
は
焚
火
で
警

戒
し
ま
す
。
乗
馬
の
将
校
は
厚
い
外
套
を
来
て
い
ま
す
が

寒
い
寒
い
と
い
い
ま
す
。
腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
ま
す
と
脳

が
熱
で
犯
さ
れ
死
に
至
り
ま
す
。
私
は
大
隊
本
部
で
す
の

で
軍
旗
の
側
に
い
る
の
で
す
が
触
れ
た
り
広
げ
て
見
る
こ

と
な
ど
は
出
来
ま
せ
ん
。
出
来
る
の
は
連
隊
長
と
連
隊
旗

手
の
二
人
で
、
昼
夜
軍
旗
衛
兵
が
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

連
隊
に
は
総
出
の
演
習
日
が
あ
り
、
勤
務
以
外
の
一
般
兵

は
必
ず
演
習
に
出
場
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
初
年
兵

は
特
別
教
育
が
あ
り
対
象
外
で
す
。
屋
外
天
候
不
順
の
場

合
に
使
う
操
練
場
は
百
五
十
坪
の
建
物
で
、
中
は
土
間
で
、

銃
剣
術
や
戦
闘
訓
練
等
を
し
ま
す
。 

 【
解 
 

説
】 

体
験
記
筆
者
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
生
ま
れ
、

昭
和
十
六
年
四
月
、
臨
時
召
集
に
よ
り
歩
兵
第
一
三
二
連

隊
歩
兵
砲
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
六
月
第
一
期
の
教
育
を
卒

業
し
て
七
月
に
召
集
解
除
と
な
る
。 

追
っ
て
昭
和
十
七
年
、
第
五
十
七
師
団
の
編
成
に
伴
い
、

同
年
五
月
、
臨
時
召
集
に
よ
り
同
歩
兵
第
一
三
二
連
隊
補

充
隊
に
応
召
、
山
形
―
宇
品
―
釜
山
を
通
り
、
六
月
三
日

に
鮮
満
国
境
で
あ
る
安
東
を
通
過
、
六
月
六
日
に
北
安
省

北
安
に
着
く
。 

直
ち
に
原
隊
の
歩
兵
砲
大
隊
本
部
に
編
入
さ
れ
、
同
地

の
警
備
に
就
い
た
が
六
月
二
十
日
に
黒
河
省
神
式
屯
に
移

駐
と
な
る
。
二
十
一
日
に
神
武
屯
に
着
き
、
以
降
同
地
の

国
境
警
備
に
従
事
す
る
。 

昭
和
十
八
年
八
月
、
斉
々
哈
爾
の
第
四
野
戦
建
築
隊
に

派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
に
同
地
に
着
く
、
さ
ら
に
九

月
に
は
黒
河
省
納
金
国
子
派
遣
と
な
り
、
十
七
日
に
到
着
、

十
一
月
二
十
日
ま
で
国
境
警
備
の
上
、
神
武
屯
に
帰
着
す
。 

神
武
屯
に
駐
屯
中
に
は
、
筆
者
が
記
録
す
る
よ
う
に
、

「
精
勤
賞
」「
連
隊
銃
剣
術
本
部
対
抗
競
技
会
優
勝
」
な
ど

を
付
与
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、
本
土
防
衛
の
た
め
転
用
さ
れ
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る
こ
と
と
な
り
神
武
屯
を
出
発
、
鮮
満
国
境
の
図
們
を
通

過
、
北
朝
鮮
の
羅
津
よ
り
博
多
に
入
港
、
福
岡
市
周
辺
及

び
同
県
糟
屋
郡
青
柳
村
の
防
衛
に
当
た
り
終
戦
、
十
月
十

五
日
、
召
集
解
除
、
復
員
す
る
。 

筆
者
は
、
歩
兵
第
一
三
二
連
隊
歩
兵
砲
中
隊
時
代
、
北

満
軍
司
令
部
所
長
の
黒
河
省
孫
呉
付
近
の
行
軍
で
の
体
験

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

第
五
十
七
師
団
の
大
演
習
で
、
行
軍
で
の
到
着
地
点
ま

で
○
時
○
分
と
命
令
さ
れ
る
と
、
そ
の
強
行
軍
の
た
め
に

軍
靴
の
半
張
皮
が
は
が
れ
、
足
底
に
は
豆
が
出
来
る
。
そ

の
夜
の
う
ち
に
治
療
し
な
い
と
翌
日
に
は
落
伍
兵
と
な
り

後
方
へ
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
さ
れ
る
。
ま
た
空
腹
と
疲
労
、
余

計
な
事
は
何
ひ
と
つ
や
り
た
く
な
く
な
り
、
装
具
の
点
検
、

兵
器
の
手
入
れ
が
精
い
っ
ぱ
い
。
夜
行
軍
で
は
乗
馬
の
尻

尾
に
つ
か
ま
り
、
眠
り
な
が
ら
歩
く
。
す
べ
て
の
輸
送
は

馬
で
、
酷
寒
時
に
は
馬
ソ
リ
で
行
く
が
行
李
班
の
苦
労
は

並
大
抵
で
は
な
い
。 
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す
。
馬
に
与
え
る
水
は
雪
を
解
し
た
水
で
す
。
設
営
に
張

る
網
の
鉄
杭
は
直
角
杭
で
、
鉄
槌
で
打
ち
ま
す
と
曲
り
ま

す
の
で
、
雪
を
か
き
集
め
湯
を
か
け
凍
ら
せ
て
立
て
ま
す
。 

夜
は
狼
の
遠
吠
え
で
す
。
馬
繋
ぎ
場
所
で
は
焚
火
で
警

戒
し
ま
す
。
乗
馬
の
将
校
は
厚
い
外
套
を
来
て
い
ま
す
が

寒
い
寒
い
と
い
い
ま
す
。
腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
ま
す
と
脳

が
熱
で
犯
さ
れ
死
に
至
り
ま
す
。
私
は
大
隊
本
部
で
す
の

で
軍
旗
の
側
に
い
る
の
で
す
が
触
れ
た
り
広
げ
て
見
る
こ

と
な
ど
は
出
来
ま
せ
ん
。
出
来
る
の
は
連
隊
長
と
連
隊
旗

手
の
二
人
で
、
昼
夜
軍
旗
衛
兵
が
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

連
隊
に
は
総
出
の
演
習
日
が
あ
り
、
勤
務
以
外
の
一
般
兵

は
必
ず
演
習
に
出
場
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
初
年
兵

は
特
別
教
育
が
あ
り
対
象
外
で
す
。
屋
外
天
候
不
順
の
場

合
に
使
う
操
練
場
は
百
五
十
坪
の
建
物
で
、
中
は
土
間
で
、

銃
剣
術
や
戦
闘
訓
練
等
を
し
ま
す
。 

 【
解 

 

説
】 

体
験
記
筆
者
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
生
ま
れ
、

昭
和
十
六
年
四
月
、
臨
時
召
集
に
よ
り
歩
兵
第
一
三
二
連

隊
歩
兵
砲
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
六
月
第
一
期
の
教
育
を
卒

業
し
て
七
月
に
召
集
解
除
と
な
る
。 

追
っ
て
昭
和
十
七
年
、
第
五
十
七
師
団
の
編
成
に
伴
い
、

同
年
五
月
、
臨
時
召
集
に
よ
り
同
歩
兵
第
一
三
二
連
隊
補

充
隊
に
応
召
、
山
形
―
宇
品
―
釜
山
を
通
り
、
六
月
三
日

に
鮮
満
国
境
で
あ
る
安
東
を
通
過
、
六
月
六
日
に
北
安
省

北
安
に
着
く
。 

直
ち
に
原
隊
の
歩
兵
砲
大
隊
本
部
に
編
入
さ
れ
、
同
地

の
警
備
に
就
い
た
が
六
月
二
十
日
に
黒
河
省
神
式
屯
に
移

駐
と
な
る
。
二
十
一
日
に
神
武
屯
に
着
き
、
以
降
同
地
の

国
境
警
備
に
従
事
す
る
。 

昭
和
十
八
年
八
月
、
斉
々
哈
爾
の
第
四
野
戦
建
築
隊
に

派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
に
同
地
に
着
く
、
さ
ら
に
九

月
に
は
黒
河
省
納
金
国
子
派
遣
と
な
り
、
十
七
日
に
到
着
、

十
一
月
二
十
日
ま
で
国
境
警
備
の
上
、
神
武
屯
に
帰
着
す
。 

神
武
屯
に
駐
屯
中
に
は
、
筆
者
が
記
録
す
る
よ
う
に
、

「
精
勤
賞
」「
連
隊
銃
剣
術
本
部
対
抗
競
技
会
優
勝
」
な
ど

を
付
与
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、
本
土
防
衛
の
た
め
転
用
さ
れ
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る
こ
と
と
な
り
神
武
屯
を
出
発
、
鮮
満
国
境
の
図
們
を
通

過
、
北
朝
鮮
の
羅
津
よ
り
博
多
に
入
港
、
福
岡
市
周
辺
及

び
同
県
糟
屋
郡
青
柳
村
の
防
衛
に
当
た
り
終
戦
、
十
月
十

五
日
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召
集
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除
、
復
員
す
る
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皮
が
は
が
れ
、
足
底
に
は
豆
が
出
来
る
。
そ

の
夜
の
う
ち
に
治
療
し
な
い
と
翌
日
に
は
落
伍
兵
と
な
り

後
方
へ
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
さ
れ
る
。
ま
た
空
腹
と
疲
労
、
余

計
な
事
は
何
ひ
と
つ
や
り
た
く
な
く
な
り
、
装
具
の
点
検
、

兵
器
の
手
入
れ
が
精
い
っ
ぱ
い
。
夜
行
軍
で
は
乗
馬
の
尻

尾
に
つ
か
ま
り
、
眠
り
な
が
ら
歩
く
。
す
べ
て
の
輸
送
は

馬
で
、
酷
寒
時
に
は
馬
ソ
リ
で
行
く
が
行
李
班
の
苦
労
は

並
大
抵
で
は
な
い
。 
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